
Title 上山政義教授 経歴・研究業績

Author(s)

Citation 大阪外大英米研究. 1988, 16, p. 4-6

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/99118

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



〔本籍地〕

〔生年月日〕

〔学歴）

昭和19・ 9 • 22 

〔職歴〕

昭和19• 10 • 16 

昭和20・ 2 • 28 

昭和20• 2 ・ 28 

昭和21・ 7 ・ 31 

昭和23• 4 • 30 

昭和32・ 3 ・ 31 

昭和33・ 4 • 1 

昭和34• 4 ・ 1 

昭和34• 8 • 31 

昭和34・ 9 ・ 1 

昭和36・ 4 • I 

昭和40• 4 ・ 1 

昭和41• 7 • 1 

上山政義教授経歴

大阪市西成区千本通 l丁目65番地

大正12年 3月27生

京都帝国大学文学部（英文学専攻）卒業

文部省専任嘱託

同依願退職

堺市立堺商業学校教諭

大阪第一師範学校教官

大阪府立大手前高等学校教諭

同依願退職

大阪工業大学専任講師

大阪外国語大学諧師（非常勤）

（任期は昭和34年4月 1日より昭和34年 8月31日）

同依願退職

大阪外国語大学短期大学部講師

大阪外国語大学短期大学部助教授

大阪外国語大学大学助教授

大阪外国語大学大学教授

〔学会及び社会活動〕

昭和19• 9 ・ 22 京都帝国大学英文学会会員となり現在に到る。
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I 論文

◇英米研究

〔2号〕

(3号〕

〔4号〕

〔5号〕

(7号〕

◇評林

上山政義教授研究業績

M. Arnoldの詩について（昭和36年 4月）

T. Hardyの自然描写（昭和37年4月）

William Faulknerの文体と手法（昭和39年 3月）

M. Arnoldの女性観（昭和46年 2月）

M. Arnoldの宗教観（昭和48年 3月）

〔7号〕 M. Arnoldの “Sweetnessand Light’'（昭和46年7月）

〔8号〕 M. Arnoldの ‘‘Hallenismand Hebraism”（昭和46年9月）

〔9号〕 M. Arnoldの “Functionof Criticism’'（昭和47年3月）

〔10号〕 M. Arnoldの批評精神（昭和47年7月）

〔11号〕 環境が M.Arnoldに与えた影響（昭和47年11月）

〔12号〕 M. Arnoldの “Studyof Poetry’'（昭和48年3月）

〔13号〕 M. Arnoldと英米批評文学（昭和49年2月）

◇学報

〔22号〕 M. Arnoldの人生観（昭和45年 2月）

〔27号〕 M. ArnoldのLovePoems（昭和48年2月）

〔29号〕 M. Arnoldの批評の現代的意義（昭和48年2月）

rr 著書
Chus English Studies I（昭和57年4月発行ー中央図書出版社）

Chus English Studies II（昭和58年4月発行ー同上）

＊上記2点は文部省検定済高校用教科魯で何れも共著。
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上山政義

ただし，著者代表（編集委員長）。

m その他

大学英作文（大学用教材一山口書店）， TheGrapes of Wrath（注解ー山口書

店），詳解英文法（高校用参考書（共著）ー山口書店），高校英文法読本（高

校用教材（共著）一山口書店）など極めて多数。
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